
      

 

前
住
職
法
話
「
歎
異
抄
第
五
章
」 

 

「親
鸞

は
父
母
の
孝
養
（
き
ょ
う
よ
う
）
の
た
め
と
て
、
一
遍

に
て
も
念
仏
申
し
た
る
こ
と
、
い
ま
だ
そ
う
ら
わ
ず
」 

 

こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
「
親
鸞
聖
人
と
は
な
ん
と
親
不
孝
な
ん
だ
。」
と
問

題
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
は
「
供
養
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い

う
と
ら
え
が
古
来
よ
り
伝
わ
る
祖
霊
信
仰
と
真
宗
で
は
違
う
こ
と
か
ら
起

こ
る
誤
解
で
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
「
霊
」
と
と
ら
え
る
祖
霊
信
仰
で

は
「
供
養
」
と
は
亡
き
人
の
冥
福
を
祈
る
追
善
供
養
で
す
。
が
、
真
宗
の

よ
う
に
亡
き
人
を
「
仏
」
と
と
ら
え
る
仏
教
で
は
「
供
養
」
と
は
仏
意
に

仕
え
る
、
仏
意
に
か
な
う
と
い
う
意
味
で
「
諸
仏
供
養
」
の
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
亡
き
人
は
み
な
諸
仏
と
な
っ
て
、
私
た
ち
を
教
え
導
く
仏
様
で

あ
る
。
そ
の
仏
様
の
心
に
仕
え
る
、
あ
る
い
は
そ
の
御
心
に
か
な
っ
た
生

き
方
を
た
ず
ね
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
亡
き
人
を
偲
び
、

亡
き
人
に
自
分
の
生
き
方
を
た
ず
ね
、
仏
の
御
心
に
か
な
う
生
き
方
を
す

る
こ
と
が
、「
供
養
」
で
あ
っ
て
、
父
母
の
冥
福
を
祈
る
追
善
供
養
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

五
月
同
朋
会
よ
り 

 

今月のことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都東本願寺のお堀沿いに立っている法
語行灯より。 
悩みや苦しみに右往左往するのは、本当
の願いがはっきりしないことが根元にあ
るのではないか。願いに立った時、苦悩は
無くならないかもしれないけれど、私たち
の碍（さわり）、邪魔をするものにならない
ものになる道があるといいます。 
 

ぼうもりのひとりごと 

今まで、境内墓地の清掃にはシルバ

ーセンターからの派遣をいただいて

いました。それに加えて4月から

障がい者就労継続支援Ａ型事業所の

『パレスト』の方々にもお手伝いい

ただいています。これからの季節は

日差しが強く作業も大変です。お墓

参りの際にはぜひ応援のお声掛けを

よろしくお願いします。 

六
月
同
朋
会
（第
二
土
曜
日
） 

六
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 

十
三
時
か
ら
十
五
時
三
十
分 

内
容 

勤
行 

住
職
法
話
・前
住
職
法
話 

 
 
 
 
 
 
 
 

茶
話
会
（５
０
０
円
） 

持
ち
物 
念
珠
・勤
行
本 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お久しぶりの劇団ふたりさん。今回は昔話。

どちらも同じプログラムでの2回公演です。 

I N F O R M A T I O N 

女性二人のリーディングユニット

 

朗読 IN 徳泉寺 

 

6月3日（水）＆ 6月7日（日） 

１３：３０～１５：１５（１３：００開場） 
プログラム 
１  『宮城の民話』より     劇団ふたり 
２ 絵本『爆弾に傘をさしたおばあちゃん』 

       かとうあい（作・画）   坊守 
３ 和讃「無明長夜の燈炬なり」 

親鸞『正像末和讃』  住職 
４  『みちのくの民話』より   劇団ふたり 

入場無料 


